
実施事例① １学年 総合的な探究の時間「キャリアガイダンス」 

１ 目  的 

社会の現場で生き生きと活躍する講師によるキャリアガイダンスを実施し，学ぶことや働くこと，生き方を 

考えるきっかけとさせ，人生の歩み方の参考にさせる。 

２ 日  時  令和３年１０月６日（水）５・６・７校時 

３ 場  所  １年各教室  講義室（講師控え室・オンライン講話） 

４ 対象生徒  １学年生徒１６２名 

５ 講  師   

キャリア講演：栗原市国際交流協会長・株式会社サトー代表取締役副社長   淺沼 政幸 氏 築高OB 

⇒ リアルタイム配信 

    

インタビュー：(株)ウジエスーパー常務取締役（元リクルート「じゃらん」編集長）  吉田 芳弘 氏OB 

社会法人 迫川会施設長（元職業安定所）             白鳥 一彦 氏OB 

栗原市役所農林振興部農林畜産課 主幹教育部社会教育課主査    高橋 千穂 氏OG 

          元栗原市地域おこし協力隊・前地域連携支援委員            澤畑 学 氏 

   ⇒ 事前撮影動画配信 

６ 時 程 

１２：４０～１３：００  講師と築館高校担当者の打合せ・配信準備 

１３：０５～１３：１５  事前指導・受信設定（各クラス）   

１３：１５～１３：５５  オンライン講話＜４０分＞  

１３：５５～１４：０５  まとめ・感想記入等 

１４：０５～１４：１５  休憩 

１４：１５～１５：１５  インタビュー視聴＜６０分＞  

１５：１５～１５：２５  休憩 

１５：２５～１５：４０  各クラスでディスカッション＜１５分＞  

 

今回のキャリア講演及び動画視聴で目指すこと 

【前半】リアルタイム配信講話内容 

講師［淺沼様］のように，高校卒業後に海外に飛び出し現地で学ぶ勇気は現在の高校生でも持ち得ない

ものかもしれません。何が彼を動かし，そのバイタリティーの源泉が何であるか考察させることは，職業

や学問分野選択の如何に関わらず大変有益なものと思われます。栗原市の特殊な一個人［高校生］がたま

たまグローバルな視点を獲得したのか，（それとも）その遠因となる，我々も学べるはずの他の要素が存

在するのか，深く生徒に考えさせたい。 

【後半】事前撮影動画インタビュー内容 

  ⑴ ご自身の高校時代（築高・築女の思い出など） ⑵ 高校時代の学び・体験・気づきから「人生の岐

路」「進路決定」へ ⑶ 職業における自負・仕事の流儀 ⑷ 日本人は変容したか ⑸ 栗原市を考える 

  ⑹ 高校生［築高生］に期待したいこと・メッセージ（これからの時代を踏まえて） 

農林振興部農林畜産課 高橋様           （株）ウジエスーパー 吉田様             栗原消防本部 消防長 小野寺様 

   

⑤13:05～13:50 

⑥14:00～14:45 

⑦14:55～15:40 

*写真はR2年度のもの  



実践事例② 令和３年度 宮城県築館高等学校2学年 総合的な探究の時間 探究活動 

日本一住みやすい街「くりはら」プロジェクト２０２１ 

１ 目 的  地域社会とのかかわりや日々の生活から問いを見いだし、課題を立てて情報収集を行い分析・整

理し、解決策を模索するとともに、探求の成果を他者に発表し伝達する。 

２ 内 容  外部講師の講演や分野別講義により効果的な探究活動を実践し、ディスカッションとフィールド

ワークを通じて地域課題の解決策を模索する 

３ 対 象  ２学年 １５０名 

４ 連 携  栗原市・東北学院大学・国立花山青少年自然の家・地元企業・施設等 

５ 分 野  ①産業 ②観光 ③自然環境 ④医療 ⑤福祉 ⑥子育て ⑦地域防災 

６ 実施内容【抜粋】 

（１）令和３年 4/14(水) 

    ○くりはらプロジェクトオリエンテーション（１時間） 

     ～ 年間を通じて取り組む探究活動の目的と意義及びスケジュール等の理解 

（２）令和３年 4/21(水)・4/30(金)・5/12(水) ○ライフプラン～自己理解・進路選択・職業理解（３時間） 

（３）令和３年 5/26(水) ■基調講演①（本校校長）（２時間） 

（４）令和３年 6/1(火)・6/9(水)・6/16(水)・6/23(水) ○プロジェクト課題設定・チーム編成・情報収集 

（５）令和３年 6/30(水) ※新型コロナ感染予防の観点から中止 

■基調講演②「栗原市の現状と未来」（２時間） 外部講師（栗原市長） 

      ・地方移住のランキングで東北１位，全国でも９位に輝いた栗原市の魅力，及び現在の課題・未来

のヴィジョンについて市長が講演し，生徒への熱いエールをいただく。 

（６）令和３年 7/7(水) ■分野別講話（２時間） 

・外部講師（栗原市役所各課・室担当者等）～８分野における課題・問題の具体を説明 

（７）令和３年 8/25(水)・9/1(水)・9/8(水)・9/22(水)・10/6(水) ○情報収集・整理分析・事前確認（５時間） 

（８）令和３年 10/13(水) ■フィールドワーク 設定課題別に施設・事業所等を訪問（４時間） 

（９）令和３年 10/20(水)・10/27(水)・11/2(火) 〇フィールドワークのまとめ・再検討（３時間） 

（10）令和３年 11/10(水)・11/17(水)・11/24(水)・12/8(水)・12/15(水) 〇発表準備（５時間） 

（11）令和３年 12/22(水) ■分野別発表～各チームのプレゼンテーション PPT使用（２時間） 

（12）令和４年 1/26(水)・2/2(水)・2/9(水)・2/16(水) 

    ○分野別発表振り返り～再検討～成果発表［全体発表］準備（４時間） 

（13）令和４年 3/18(金) オンライン実施予定 

■日本一住みやすい街「くりはら」プロジェクト２０２１成果発表・振り返り（４時間） 

 外部指導者：市長・市議会議員・栗原市役所各課・室担当者・地域連携支援委員 

  

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
  

  


